
熊本地震における熊本城の被災状況

旧細川刑部邸の復旧工事を進めています

建物の傾き調整状況

被災前の旧細川刑部邸全景

被災後の建物内部被災後の屋敷塀 宇土櫓続櫓石垣の解体調査現場（測量中）

被災直後の不開門
あかずのもん

旧細川刑部邸敷地内には、12棟の建物と延べ724ｍ
の屋敷塀があります。令和6年（2024）10月に開始
した旧細川刑部邸の復旧工事では、建物の内外装を
撤去し、骨組みと屋根瓦の状態にした上で、建物の
傾き調整の作業も終えました。
令和7年（2025）10月現在は、壁に耐震補強を加え

る作業を行っています。また、今後は土壁、内外装、
屋敷塀の復旧作業を進めていく予定です。屋敷塀に
ついては新材による復旧になりますが、一部再利用
可能な瓦も使用します。
旧細川刑部邸全体の復旧は、令和9年度（2027）に
完了する予定です。

種　類
重要文化財建造物
復 元 建 造 物

石 　 垣

地 　 盤
便益施設・管理施設

被害数量
13棟
20棟
崩落・膨らみ・緩み　517面
（うち崩落50箇所、229面）
陥没・地割れ70箇所
26棟

内　容
倒壊2棟、一部倒壊3棟。他は屋根・壁破損など
倒壊5棟。他は下部石垣崩壊、屋根・壁破損など
約23,600㎡（全体の29.9％）
（うち崩落約8,200㎡、全体の10.4％）
約12,345㎡
屋根・壁破損など

熊本城全体の石垣 ： 973面、約79,000㎡
特別史跡熊本城跡の土地面積 ： 約578,000㎡

※前震での被害を含む平成28年４月16日 1時25分「本震 Ｍ7.3」

熊本城 復興城主

14階展望ロビー
平日：8：30～22：00
土・日・祝日：9：00～22：00
※平日18：00以降と土・日・祝日は
　南側玄関からしか入れません
※年末年始休みは閉庁

熊本市／熊本城総合事務所 電話：096-352-5900
 熊本城調査研究センター 電話：096-355-2327

 

熊本城周遊バスしろめぐりん路線
無料シャトルバス路線
券売所 復興見学ルート案内板
立入規制区域 記事掲載箇所

市民会館
シアーズホーム
夢ホール

市民会館
シアーズホーム
夢ホール

熊本県護国神社熊本県護国神社

二の丸駐車場二の丸駐車場

二の丸広場二の丸広場

三の丸駐車場①三の丸駐車場①

三の丸駐車場②三の丸駐車場②

熊本県立美術館熊本県立美術館

熊本博物館熊本博物館

階段階段

城彩苑
わくわく座
城彩苑
わくわく座

二の丸お休み処二の丸お休み処
復興城主受付復興城主受付

桜の馬場
バス駐車場
桜の馬場
バス駐車場

駐車場駐車場

8：00～24：00
まで通行可
8：00～24：00
まで通行可

馬具櫓
（解体）
馬具櫓
（解体）

飯田丸五階櫓
（復旧工事中）
飯田丸五階櫓
（復旧工事中）

本丸御殿本丸御殿

天守閣天守閣

熊本城
稲荷神社
熊本城
稲荷神社

監物台樹木園監物台樹木園
監物櫓監物櫓

廐橋廐橋

坪井川坪井川

奉行丸奉行丸

西出丸西出丸

備前堀備前堀

南口南口
特別見学通路特別見学通路

北口北口

竹の丸竹の丸

行
幸
橋

行
幸
橋

長塀長塀

市役所14階からは、
熊本城全体を展望で
きます。

加藤神社加藤神社

熊本大神宮熊本大神宮

※2025年10月現在※2025年10月現在

公開時間（通常開園時）

熊本城特別公開エリア

午前９時～午後５時（入園は午後４時まで）

北ルート（点線部分は土日祝のみ）
南ルート

東竹の丸東竹の丸

南大手門
（石材回収中）
南大手門
（石材回収中）

平櫓（解体）平櫓（解体）

石門北側石垣
（復旧工事中）
石門北側石垣
（復旧工事中）

宇土櫓
（解体）

宇土櫓続櫓
（石垣解体中）

北十八間櫓・東十八間櫓
（石垣解体中）

旧細川刑部邸
（復旧工事中）

行幸坂行幸坂

⬅公開時間、範囲の詳細やイベント情報について、最新情報は熊本城公式ホームページをご覧ください。

熊本城見学
エリア

田子櫓ほか4棟
（復旧工事中）

戌亥櫓
（解体）
戌亥櫓
（解体）

熊本市役所熊本市役所

熊本城天守閣企画展示
「宇土櫓を解く
  -解体調査成果から見える歴史-」
会期　11月5日（水）～
　　　令和8年（2026）3月
場所　熊本城天守閣（大天守）1階
　　　 ※熊本城の入園料（800円）が
　　　 　必要です

宇土櫓の特徴やこれまでの歴史の
ほか、現在進んでいる建物・石垣の解
体調査の成果を紹介します。

熊本城の復興を支援してくださる「熊本城 復興城主」
を募集しています。1回につき1万円以上寄附された方
に、「城主証」「城主手形」を発行します。また、復興城主受
付と天守閣4階のデジ
タル芳名板にてお名
前が映し出されます。

令和7年度

秋冬号

熊本城
復興城主

ホームページ

熊本城
～復興に向けて～



宇土櫓（五階櫓）と宇土櫓続櫓石垣の解体 北十八間櫓・東十八間櫓下石垣の解体調査中です

田子櫓ほか4棟の解体作業が終わりました
令和6年（2024）6月に開始した田子櫓、七間櫓、十四間櫓、四間櫓及び源之進
櫓の復旧工事は順調に進んでおり、令和7年（2025）6月には予定していた範囲の
解体作業が完了しました。取り外した木部材や屋根瓦などは、復旧時に再利用す
るため、破損の状況を調査し、部材保管庫に格納しています。
令和7年9月には各櫓の床下の発掘調査を行いました。調査の結果、石垣内部の
栗石と盛土の境を中心に、地震による亀裂が入っている様子（右写真中の青色破
線箇所）が明らかになりました。
今後は各櫓に耐震補強を取り入れて、令和10年度（2028）に復旧が完了する予
定です。

上空からみた宇土櫓続櫓石垣（上が北）
東からみた石垣②の内部

（写真左端に工事用スロープ、写真右上半に宇土櫓素屋根）

土間部コンクリート基礎の撤去前 土間部コンクリート基礎の撤去後 地下1階の石垣

江戸時代の排水溝（青線内） 石垣解体の作業風景東十八間櫓下の石垣（北西から、写真右奥に熊本市役所）

解体した部材の保管状況 半解体を終えた十四間櫓内部（北から） 骨組みの解体を終えた田子櫓・七間櫓（南から）

令和４年（2022）10月に着手した宇土櫓（五階櫓）の解体保存工事では、令和7年（2025）4月に櫓の骨組みの解体を終え、
5月からは昭和2年（1927）の解体修理時に施工されたコンクリート基礎の撤去作業に取り掛かりました。コンクリート基礎の
撤去後には、櫓下の石垣上面、地下1階の石垣が約100年ぶりに姿を現しました。
本工事は、令和7年（2025）9月に完了しました。今後は、令和8年（2026）に復旧設計に着手し、令和14年度（2032）の復
旧完了を目指します。

北十八間櫓と東十八間櫓は、東竹の丸の北東端に位置する櫓です。隣接する五間櫓とともに、いずれも国の重要文化財に
指定されています。平成28年熊本地震では、北十八間櫓・東十八間櫓下の石垣が崩落したことで、両櫓とも倒壊しました。ま
た、崩れなかった石垣にも、膨らみや緩みなどの変状が認められたことから、令和7年（2025）3月から北十八間櫓下石垣の一
部を含む、東十八間櫓周辺石垣の解体調査を始めました。
最初に石垣上面の調査を行った結果、東十八間櫓の礎石（柱を支える土台の石）の下に石垣があったことを新たに確認しま

した。さらに現代の地表面から約80cm下では、江戸時代の地表面と推測される層と石組みの排水溝（下段中央写真）、建物
の礎石を確認しました。
解体調査は令和8年度末まで続き、約2,000石の築石を解体予定です。

宇土櫓（五階櫓）の解体保存工事

令和6年（2024）6月から令和７年度下半期にかけて、宇土櫓（五階櫓）から南に延びる宇土櫓続櫓下の石垣（以下「続櫓石
垣」という）の解体調査を実施しています。
解体を進めた結果、続櫓石垣の内部は、2つの異なる構造で成り立っていることがわかりました。宇土櫓から工事用スロー

プに向かって延びる石垣①（下段左図中）の内部は、すべて栗石で構
成されています。それに対して、工事用スロープに並行する石垣②
（下段左図中）は、内部が栗石と盛土によって構成されていることが
わかりました。

宇土櫓続櫓石垣の解体調査

宇土櫓

工事用スロープ

石
垣
①

石垣②

石垣② 【青矢印】
　石垣内部は中心部に盛土（図中の黄色
破線で囲んだ箇所）があり、その外側には
栗石が詰められ、さらに外側には築石が積
まれています。

石垣① 【赤矢印】
　石垣内部は10～20㎝大の栗石が詰め
られており、部分的には30～40㎝大の栗
石が西から東に向かって列状に並ぶ様子
（図中のピンク色破線箇所）も見られます。

■続櫓石垣の内部構造について


